
浦添市の重複・多剤服薬

令和8年2月3日
浦添市健康づくり課 健康対策係

〜薬剤師の支援を受けて〜
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1 薬剤師による訪問相談支援（浦添市）

重複・多剤対象者の選定
（判断に迷う方）

選定方法の確認（多剤）

困難事例 など

R7.7月 相談内容

アプローチ方法

かかりつけ薬局
かかりつけ薬剤師

眠剤の飲み方 など

R7.10月 相談内容

2



２ 重複服薬・多剤服薬 対象者

対象外：がん治療中、透析患者、難病、精神デイケア

重複服薬

多剤服薬

対象：１２名

対象：６名

同薬効の内服薬を２か所以上の医療機関で３か月以上処方されている者

９剤以上、９０日以上の処方があった者（６５〜７４歳）
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３ 支援方法
重複服薬

多剤服薬

支援レター

訪問対象者

訪問

4

連絡なし



４ 複合的な課題がある事例（重複受診・重複服薬）

概要（Aさん）

60代 女性
息子家族と同居
自営業

処方日数薬品名疾患名医療機関
30日分ｿﾞﾙﾋﾟﾃﾞﾑ

ｱﾄﾙﾊﾞｽﾀﾁﾝ
不眠症
高脂血症

Aクリニック

30日分ｿﾞﾙﾋﾟﾃﾞﾑ
ｱﾄﾙﾊﾞｽﾀﾁﾝ

高脂血症
肝機能障害
三叉神経痛

Bクリニック

30日分ｿﾞﾙﾋﾟﾃﾞﾑ不眠症
高脂血症

Cクリニック

30日分ｿﾞﾙﾋﾟﾃﾞﾑ
ﾌﾞﾛﾁｿﾞﾗﾑ
ｴﾁｿﾞﾗﾑ

不眠症、うつ病
不安神経症
神経障害性疼痛
社会不安障害

D病院

30日分ｿﾞﾙﾋﾟﾃﾞﾑ
ｴﾁｿﾞﾗﾑ
ﾄﾘｱｿﾞﾗﾑ

不眠症Eクリニック

30日分ﾀﾘｰｼﾞｪ
ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝNa

下顎疼痛
三叉神経痛

Fクリニック

30日分ｶﾙﾊﾞﾏｾﾞﾋﾟﾝ三叉神経痛G病院
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８月
支援レター

10月
薬剤師から助言

10月・11月
アポなし訪問

12月
本人より電話

不在 面接

支援方法
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① ③ ④②



①
支援
レター

②
薬剤師
からの
助言

③
アポなし
訪問

④
面接
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①
支援
レター

③
アポなし
訪問

④
面接

②
薬剤師
からの
助言

アトルバスタチン２か所で処方
⇒副作用に筋肉痛、褐色尿あり

タリージェ
⇒副作用にめまい。ふらつきはないか

ゾルピデムは肝臓で代謝される
⇒年齢とともに代謝が落ちてくる

血液検査値
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①
支援
レター

②
薬剤師
からの
助言

④
面接

③
アポなし
訪問

面接 支援内容

「痛い時に、睡眠に逃げたく
なる。その時に眠剤を飲む。」

「お金とかの問題じゃない。
薬を貰うために仕事しないと。」

「私には（薬は）必要。」

借金（＋）

お薬手帳活用なし

頑張りを労う

血液検査結果

痛みのコントロールが安定後、
眠剤も減ると良いですね

障害年金、自立支援医療申請予定

生活保護？債務整理？
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５ 支援後、変化が見られた事例（多剤服薬）
概要（Bさん） 70代 男性 独居 無職 15剤の処方

処方日数薬品名疾患名医療機関
30日分ﾌﾞﾛﾁｿﾞﾗﾑ

ｴﾁｿﾞﾗﾑ
ｲｺｻﾍﾟﾝﾄ酸ｴﾁﾙｶﾌﾟｾﾙ
ｱｾﾞﾙﾆｼﾞﾋﾟﾝ
ﾊﾞﾙｻﾙﾀﾝ
ﾅﾄﾘｯｸｽ など

不眠症
不安神経症
高脂血症
高血圧症
糖尿病
心不全 など

Aクリニック
（内科）

30日分ﾛｽﾊﾞｽﾀﾁﾝ不眠症
高脂血症

Bクリニック
（内科）

56日分
91日分
91日分

ｶﾛﾅｰﾙ
ﾒｺﾊﾞﾗﾐﾝ
ﾌﾟﾚｶﾞﾊﾞﾘﾝ など

左変形性膝関節症
抹消神経炎
腰部脊柱管狭窄症

C病院
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7月
薬剤師から助言

8月
突撃訪問

2月
訪問予定

支援方法

8月
アポなし訪問

2月
訪問予定（評価）
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①
薬剤師
からの
助言

②
アポなし
訪問

③
訪問
予定

不安で眠れない場合、エチゾラム処方される方多い

ブロチゾラムで眠れない場合に、エチゾラムを内服して
いるのか？ Drの指示があるはず。

メコバラミン
⇒内服しても効果を感じにくい薬。
そのため、薬を減らしたい場合は減らしても良い薬

併用禁忌はないが、薬の量が多いため薬局に相談を。
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その後の変化

「薬が多い。」

「眠剤は半分にして飲んでいる。」

「医師や薬剤師と相談して、残薬
調整しているよ。」

「内科を１か所にしたいが、自分の
考えでやっていきたい。」

特定健診案内

お薬手帳１冊で管理

15剤⇒10剤に減少！

内科は2か所受診（変化なし）

①
薬剤師
からの
助言

②
アポなし
訪問

③
訪問
予定

訪問
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重複服薬者は、
会えない方が多い（拒否傾向強い）

１

毎年同じ人が対象
（毎年会えない）

2

3 4
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６ 課題

対象者選定に時間を要する
⇒薬剤師の力を借りる！
治療ガイドライン

精神科の薬剤に関しての指導
精神疾患患者への対応
⇒優先的に本人の気持ち聞く
信頼できる医師は？



まとめ〜薬剤師の相談支援を受けて〜

きっかけ・困りごと知る

身体的視点（薬の影響）

薬剤師に相談して
良いことばかり！

（薬の併用・体への影響・
選定方法など）

医師・薬剤師と連携

⇒事業の周知
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16
ご清聴ありがとうございました


